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当教育研究所の学習指導に関する研究もずいぶん久しくなる。国語・社会・数学・理科などの教科に
ついては、早くから学習指導に関する研究が個々に行なわれていたが、それらの研究の積み重ねを経て、
昭和3-4年あらためて「学力向上のた吃め学習指導の改善Jをテーマとして.全所員の共同研究体制を
ととのえ、主として小・中学校の全教科にわたる学力と学習指導に関する 5か年計画の研究を始めた。
その最初の年比過去5か年における?教科の高校進学学力検査問題の検討を行なし¥学習指導上の問
題点、を明らかにし.研実記嬰第24集?分冊と して刊行した。また.文部省の全国学力調査を辺地の小
・中学校に一斉に行ない、その考察は「へき地児童生徒の学力」と題して研究紀要第26集にまとめて
刊行した。そのとろから学力と学習指導の研究は.当研究所の最も中心的な研究課題となった。
学習指導によってどのような学力を形成しようとするのか、学力をどのように考えるか、とれが当時
われわれ所員の聞の論議の中心になっていた。 学力の向上という ことは、単に忽くの知識を得ることで
はなし人間の能力を培い育てる教育の本質に恨ざしたものでなければならない。機能としての、いわ
ば「いきてはたらく学力Jでなければならない。こうした学力をどのようにして形成するかが当面の諜
題である。教材に立%向かってとれを理解してゆ仁子どもの学習の中核である理解過程や思考過程を
分析し、そこに「いきてはたらく学力」ゃ培う指導の契機を発見しようとしたのである。
しかし、この難問題の解決は、地坊の一教育研突新のょくするところでないので.全国における教育
研究所の共同研究としてとりあげることを本県は強カに提案した。幸いにも昭和36年から全国教育研
究所連盟ではそれまでの勤労青年教育に関すーる共同研究をおわり、この児童生徒の学力と学習指導の
問題を全底的な共同研究として 5か年間とり組むこととなった。われわれは全面的にこれに参加し、幹
事県としてその推進に努力した。こうして当研実新の第一次5か年研究は.その最後の 5か年を、全国
教育研究所の共同研究と歩みをともにしてきたのである。この聞における研究成果は、毎年度末に主左
め. 1 5冊の研究紀委として刊行した。また全国共同研究の成果は学習指導研究νリーズ12冊として
刊行された治主当研宛済員もその執筆に当たったω
さて.この第一吹 5か年研究の過程で.子どもの思考過程や理解過程の様相を詳しく みてゆくう%に.
子どものひとりひとりの思考のはたらさや混解のしかたには個人的な差異があり、また、それは個人の
情緒的な面や意志的な嵐広くいって、そのパーソナリティ に根元するところの大きいことがわかって
きたのである。こうした子どもの個人的な差異や.もしくはパーソナリティといった個人の内面的なも
のに触れて、はじめて学留指導というものが、具体的にくわしいものになると思われるのである。こう
した方向への追究を自ざして.昭如 39年から3か年計画で‘学力向上のための学習指導改善に関する
第二次の研究を始めることにした。
昨年度はその第1年目の研究として、子どもの伺性的なもの、もしくは態度的なものを、どのように
してとらえるかを問題とし、 またそれ治学習とどのように関係するかをみてきたが、今年度はその第2
年自として、そう した個性的なもの、もしくは態度的なものが、個々の子どもにあらわれている様相や、
実際の学習の窃で展開している様相をとらえ‘学習指導をより 具体的なものにするための韮礎的資料を
得ることに努めた。
理科学習における理解の実態と指導過程(2 )の研究は、物質変化の事象に対する児童の盤解の実態
を把慢して、 化学的教材の学留指導を改善するうえでの問題点を探究しようとしたものである。昨年度
は、第5学年「中和Jに関する授業および調査を中心と して、児輩が化学的事実や法則を理解する力と
実験の技能の実態を把握し.イ七特句教材の指導過程に関する全般的な問題点を検討した。今年度は、児
童の学年的発遂にそって理解の実態を抱鑑するために、授業および調査の対象とする教材ならびに学年
を広げて研究した。また、個々の児童の化学的事実に対する思考や理解の様態を多角的に把髭するため
に、実際の授業場面および授業の前後における問題提示または質問の方法をくふう した。とれらの調査
結果および便業記録にもとづいて、学習指導過程における問題点を検討したものである。
なお、との紀要には、次の二三地研究をつけ加えることとした。
小学校理科に関すξ施設 ・設備 ・備品・消耗品の調査は‘理科の学習指古撃を改善するために、施設・
設備・備品・消耗品などの充ちたに役立つ義礎的な資料を得ることを自的として‘実験観察指導の実態と
物品の実態とを関連づけて、県内約70;か校を対象とした調査結果をまとめたものである。
理科学習指導に関連した事故事例とその対策に関する研究は県内の小・中・高等学校において最近数
年間に理科学習に関連して起こった事故の調査結果にもとづいて、事故の発生状況・原因・傷害の種類
を分析検討し、金勘句調査における事故事例を参照して.事故防比対策を述べたものである。
これらの研究は、それぞれ関係学校の絶大な協力のもとに行なったもので、学校長をはじめ関係の教
職員各位、ならび児童生徒に対しても.心から感謝の意を表する しだいである。
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